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１－１．計画策定の背景 

 小名浜は、古くから港町として栄えてきた歴史を持ち、東北地方有数の工業港とし

て地位を高めるとともに、県内随一の水揚げを誇る漁港区も有し、工業・漁業が地域

の産業を支えてきました。 

また、1・2 号埠頭のアクアマリンパーク（アクアマリンふくしま、いわき・ら・

ら・ミュウ、小名浜美食ホテルを中心とした観光施設群）には、年間 200 万人を超

える観光客が訪れていました。 

しかし、東日本大震災により、小名浜港では岸壁が破壊され、大型船が乗り上げる

など凄惨な光景を呈し、小名浜港の工業、漁業、観光等の各産業のほか、既成市街地

でも多くの建物が甚大な被害を受けました。 

東日本大震災後の小名浜は、いわき市復興ビジョンに位置付けられた「復興のシン

ボルとしての港を中心とした拠点整備」「港と既成市街地等を一体的に捉えた整備・

再生」を方針としてまちづくりが進められています。 

特に、アクアマリンパークと既成市街地との間に所在していた小名浜臨海鉄道の小

名浜貨物ターミナルが移設され、新たに「都市センターゾーンの開発・整備」が行わ

れることとなったほか、汐風竹町通りの整備が進められるなど、東日本大震災以前よ

り課題となっていた「港と既成市街地の一体化」「観光客を対象とした既成市街地へ

の回遊促進」に対し、解消に向けた基盤（ハード）が確保されることとなりました。 

都市センターゾーンの中核となる商

業等施設の整備・運営にあたる「開発

事業協力者」としてイオンモール株式

会社（以下、「イオンモール」とい

う。）が選定され、開業に向けた準備

が進められています。 

本計画書は、イオンモール開業後の

「港と既成市街地の一体的なまちづく

り」の実現を目指し、「賑わい創出」

「景観形成」「交通錯綜軽減」の視点

から必要な施策を取りまとめたもので

す。 

また、取りまとめた各種施策は、小

名浜の復興に向けた各種基盤（ハー

ド）整備の効果を高め、既成市街地～

イオンモール～アクアマリンパーク間

が繋がり、回遊による賑わい創出に資

するソフト的な取組みとなっていま

す。 

  
▲ 港と既成市街地の一体的なまちづくりのイメージ 
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１－２．計画の位置付け 

 本計画書は、平成 26～27 年度にかけ福島県の「小名浜の新たな魅力創造事業」

の中で策定を行いました。 

 本計画書の策定に際し、港と既成市街地の一体的なまちづくりに向けた各種取組み

を検討する「賑わい・景観部会」「交通部会」、各部会検討成果の調整等を行う「小名

浜の新たな魅力創造事業に係るワーキンググループ」を設置し、取りまとめた内容は

「小名浜港背後地等の整備に係る連絡・調整会議」にて報告・確認・調整を行いまし

た。 

各部会では、地元住民・事業者・各行政機関が主体となる、短期的に実践すべき取

組みを検討しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 取組みの展開イメージ 

 

 

本計画書を活用し、イオンモール開業に

向け、地元住民・事業者・各行政機関が主

体となって各種取組みを準備・実践すると

ともに、開業後は、取組みの継続・改善、

更なる発展を目指します。 

また、なるべく多くの地元住民・事業者

の方に「小名浜のまちづくり」に参画を促

し、「自らがまちを育てていくんだ！」とい

う機運を高めていく事が重要です。  

▲ 取組み体制のイメージ 
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